
（平成 ）年 北里大学創立 周年

大学院水産学研究科を大学院海洋生命科学研究科に改称

（平成 ）年 北里研究所メディカルセンター病院を北里大学メディカル

センターに改称

臨床薬理研究所及び臨床試験事業本部を廃止し、臨床研究機構

を開設

（平成 ）年 北里研究所創立 周年

海洋生命科学部附属三陸臨海教育研究センターを開設

（平成 ）年 大村 智特別栄誉教授の 年ノーベル生理学・医学賞受賞

及び文化勲章受章記念祝賀会を開催

北里大学感染制御研究機構釜石研究所を廃止

（平成 ）年 北里第一三共ワクチン株式会社に係る第一三共株式会社との

合弁事業化契約を解約

（平成 ）年 臨床研究機構を廃止

（令和 ）年 北里大学東病院を閉院（休院）

北里生命科学研究所を大村智記念研究所に改称

（令和 ）年 北里大学創立 周年

（令和 ）年 未来工学部を開設

東洋医学総合研究所を改組し、診療部門（漢方・鍼灸）を北里

研究所病院に組入れ、教育・研究部門を薬学部の附置研究所と

して統合

北里大学感染制御研究機構（関連施設）を北里大学感染制御教

育研究センター（附属施設）に改組

（令和 ）年 大学院未来工学研究科を開設

健康科学部を開設

 

（（２２））研研究究科科のの概概要要  

①医療系研究科の人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

【医療系研究科】 

医療系研究科では、基礎医科学と臨床医学との密接な連携を可能にするプロジェクト教育体制を

布くとともに、人間性についての洞察力を持つ研究者や全人的医療を志向する専門職を養成するた

め、医療人間科学分野の科目を必修としています。さらに、専門職の受験資格を取得できるコース

も設置しています。これらの取り組みを通じて、時代のニーズにかなった科学的洞察力を持つ高度

専門職・教育者・研究者を養成することを教育の目的としています。 
 

［医科学専攻（修士課程）］ 

 医療系研究科医科学専攻（修士課程）では、先進的な医科学の知識と技術を備えた教育・研究者

及びチーム医療に貢献できる高度専門職業人を養成するため、（1）臨床医科学のみならず基礎医科

学の視点からも問題を解決できる能力、（2）多様な臨床課題を分析し、チーム医療の下で解決に導

くことができる能力、（3）医療倫理に関する高い見識に基づいた医療を実践できる能力の涵養を教

育の目的としています。 
 
［医学専攻（博士課程）］ 

 医療系研究科医学専攻（博士課程）では、倫理に裏付けされた学識と独創的な研究能力を持つ教

育・研究者及び先進医療を担う高度専門医療人を養成するため、（1）基礎医学及び臨床医学の先端

的研究に基づいた医療の発展に寄与できる能力、（2）チームの中心となって多様な臨床課題を解決

し先進医療を担うことができる能力、（3）人間性に対する深い洞察力により全人的医療を実践でき

る能力の涵養を教育の目的としています。 
 

②教育課程編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー） 

【医療系研究科】 

 医療系研究科では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づき教育課程を編成・実施

しています。 
（1）医学・医科学の特定の専門領域の知識や研究動向を十分に学ぶことができる授業を行います。 
（2）専門領域の研究手法を身につけられる授業、研究指導を実施します。 
（3）チームの中で研究を進める力を高められる授業、研究指導を実施します。 
（4）医学に関して高い見識を持つことができる授業を行います。 
（5）医学・医科学研究や医療の専門家としての倫理観やコミュニケーション能力を身につけられる 

授業を行います。 
（6）社会人としての教養・常識を具えることを目的として、専門科目に加えて、医療人間科学を含 

む共通教育科目と多様な内容の特別講義を実施します。 
学修成果の評価は、科目毎のシラバスに明記された方法で行い、その結果を活用することで更 

なる教育方法等の改善につなげます。 
 

〔医科学専攻（修士課程）〕 

 医療系研究科医科学専攻（修士課程）では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づ
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き教育課程を編成・実施しています。 
（1）専門領域の全体像と研究動向が理解できる専門科目の授業を行います。 
（2）研究手法を確実に学べる授業、研究指導を実施します。 
（3）チームの中で研究を遂行し、科学論文を論理的に構成する力を磨くことができる授業、研究指 

導を実施します。 
（4）社会や医学の中での研究の位置づけを知る授業、研究指導を実施します。 
（5）医科学研究や医療の専門家としての倫理観やコミュニケーション能力を身につけられる授業を 

行います。 
（6）社会人としての教養・常識を具えることを目的として、臨床医科学と医療人間科学（共通教育 

科目）の授業を実施します。 
学修成果の評価は、科目毎のシラバスに明記された方法で行い、その結果を活用することで更 

なる教育方法等の改善につなげます。 
 
〔医学専攻（博士課程）〕 

医療系研究科医学専攻（博士課程）では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づき

教育課程を編成・実施しています。 
（1）専門領域の先端的な知識や研究動向を熟知できる授業を行います。 
（2）先端の研究手法を身につけられる授業、研究指導を実施します。 
（3）チーム・リーダーとして研究を遂行し、国際的に通用する科学論文を作成する力を磨くことが 

できる授業、研究指導を実施します。 
（4）研究の意義を多面的に考える力を育てられる授業、研究指導を実施します。 
（5）医学研究や医療のリーダーとしての倫理観やコミュニケーション能力を身につけられる授業を 

行います。 
（6）社会人としての教養・常識を具えることを目的として、医療人間科学（共通教育科目）や特別 

講義を実施します。 
学修成果の評価は、科目毎のシラバスに明記された方法で行い、その結果を活用することで更 

なる教育方法等の改善につなげます。 
 

③学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

【医療系研究科】 

 医療系研究科では、基礎医科学と臨床医学との密接な連携を可能にするプロジェクト教育体制を

布くとともに、人間性についての洞察力を持つ研究者や全人的医療を志向する専門職の育成を目的

とします。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域に関する全般的な知識と研究動向の把握 
（2）必要な研究手法の習得 
（3）医学・医科学研究や医療技術の専門家・リーダーとしての高い倫理観とコミュニケーション能

力 
（4）チームの中で研究や臨床を進める能力 
（5）適正な研究手法により得られたデータに基づいて研究論文を論理的に作成する能力 

［医科学専攻（修士課程）］ 

医療系研究科医科学専攻（修士課程）では、先進的な医科学の知識と技術を備えた教育・研究者

及びチーム医療に貢献できる高度専門職業人の育成を目的としています。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域の基本的な知識を持ち、その領域の研究動向を把握 
（2）必要な研究手法 
（3）医科学研究や医療技術の専門家としての倫理観やコミュニケーション能力 
（4）研究チームの一員として自分の研究課題について研究を立案・遂行する能力 
（5）データに基づいた論理的な学術論文の作成 

 
［医学専攻（博士課程）］ 

 医療系研究科医学専攻（博士課程）では、倫理に裏付けされた学識と独創的な研究能力を持つ教

育・研究者及び先進医療を担う高度専門医療人の育成を目的としています。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域の全般的な知識と最新の国際的研究動向の把握 
（2）先端の研究手法 
（3）医学研究や医療分野のリーダーとして求められる高い見識と倫理観とコミュニケーション能力 
（4）研究チームのリーダーとして医学研究の立案遂行 
（5）国際的なレベルの学術論文の作成、出版 
 

④学位論文審査基準 

 

〇医科学専攻（修士課程） 

医科学専攻（修士課程）の学位論文審査は、医療系研究科における学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）に基づき、審査委員会（主査１名、副査２名以上）が、以下の項目を審査の基準とし、論文発表会にお

いて論文審査を行い、審査報告書を作成する。学位審査の最終的な合否判定は、審査報告書に基づいて、研

究科委員会において決定される。 

なお、学位申請条件等の詳細については、医療系研究科学修要項（シラバス）掲載の「北里大学大学院医

療系研究科課程修士の学位に関する取扱内規」に記されている。 

 

学位論文審査基準項目 

論文および口頭発表は論理的に分かりやすく構成されている。 

専門領域の基本的な知識を持ち、その領域の研究動向を把握している。 

自分の研究課題について研究を立案・遂行する能力を身につけている。 

研究データや解析結果を正しく評価し、結論を導いている。 

得られた結果と残された課題について考察できている。 

研究倫理を遵守している。 

チームの一員として働くためのコミュニケーション能力を身につけている。 
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布くとともに、人間性についての洞察力を持つ研究者や全人的医療を志向する専門職の育成を目的

とします。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域に関する全般的な知識と研究動向の把握 
（2）必要な研究手法の習得 
（3）医学・医科学研究や医療技術の専門家・リーダーとしての高い倫理観とコミュニケーション能

力 
（4）チームの中で研究や臨床を進める能力 
（5）適正な研究手法により得られたデータに基づいて研究論文を論理的に作成する能力 

［医科学専攻（修士課程）］ 

医療系研究科医科学専攻（修士課程）では、先進的な医科学の知識と技術を備えた教育・研究者

及びチーム医療に貢献できる高度専門職業人の育成を目的としています。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域の基本的な知識を持ち、その領域の研究動向を把握 
（2）必要な研究手法 
（3）医科学研究や医療技術の専門家としての倫理観やコミュニケーション能力 
（4）研究チームの一員として自分の研究課題について研究を立案・遂行する能力 
（5）データに基づいた論理的な学術論文の作成 

 
［医学専攻（博士課程）］ 

 医療系研究科医学専攻（博士課程）では、倫理に裏付けされた学識と独創的な研究能力を持つ教

育・研究者及び先進医療を担う高度専門医療人の育成を目的としています。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域の全般的な知識と最新の国際的研究動向の把握 
（2）先端の研究手法 
（3）医学研究や医療分野のリーダーとして求められる高い見識と倫理観とコミュニケーション能力 
（4）研究チームのリーダーとして医学研究の立案遂行 
（5）国際的なレベルの学術論文の作成、出版 
 

④学位論文審査基準 

 

〇医科学専攻（修士課程） 

医科学専攻（修士課程）の学位論文審査は、医療系研究科における学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）に基づき、審査委員会（主査１名、副査２名以上）が、以下の項目を審査の基準とし、論文発表会にお

いて論文審査を行い、審査報告書を作成する。学位審査の最終的な合否判定は、審査報告書に基づいて、研

究科委員会において決定される。 

なお、学位申請条件等の詳細については、医療系研究科学修要項（シラバス）掲載の「北里大学大学院医

療系研究科課程修士の学位に関する取扱内規」に記されている。 

 

学位論文審査基準項目 

論文および口頭発表は論理的に分かりやすく構成されている。 

専門領域の基本的な知識を持ち、その領域の研究動向を把握している。 

自分の研究課題について研究を立案・遂行する能力を身につけている。 

研究データや解析結果を正しく評価し、結論を導いている。 

得られた結果と残された課題について考察できている。 

研究倫理を遵守している。 

チームの一員として働くためのコミュニケーション能力を身につけている。 
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き教育課程を編成・実施しています。 
（1）専門領域の全体像と研究動向が理解できる専門科目の授業を行います。 
（2）研究手法を確実に学べる授業、研究指導を実施します。 
（3）チームの中で研究を遂行し、科学論文を論理的に構成する力を磨くことができる授業、研究指 

導を実施します。 
（4）社会や医学の中での研究の位置づけを知る授業、研究指導を実施します。 
（5）医科学研究や医療の専門家としての倫理観やコミュニケーション能力を身につけられる授業を 

行います。 
（6）社会人としての教養・常識を具えることを目的として、臨床医科学と医療人間科学（共通教育 

科目）の授業を実施します。 
学修成果の評価は、科目毎のシラバスに明記された方法で行い、その結果を活用することで更 

なる教育方法等の改善につなげます。 
 
〔医学専攻（博士課程）〕 

医療系研究科医学専攻（博士課程）では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づき

教育課程を編成・実施しています。 
（1）専門領域の先端的な知識や研究動向を熟知できる授業を行います。 
（2）先端の研究手法を身につけられる授業、研究指導を実施します。 
（3）チーム・リーダーとして研究を遂行し、国際的に通用する科学論文を作成する力を磨くことが 

できる授業、研究指導を実施します。 
（4）研究の意義を多面的に考える力を育てられる授業、研究指導を実施します。 
（5）医学研究や医療のリーダーとしての倫理観やコミュニケーション能力を身につけられる授業を 

行います。 
（6）社会人としての教養・常識を具えることを目的として、医療人間科学（共通教育科目）や特別 

講義を実施します。 
学修成果の評価は、科目毎のシラバスに明記された方法で行い、その結果を活用することで更 

なる教育方法等の改善につなげます。 
 

③学位授与方針（ディプロマ・ポリシー） 

【医療系研究科】 

 医療系研究科では、基礎医科学と臨床医学との密接な連携を可能にするプロジェクト教育体制を

布くとともに、人間性についての洞察力を持つ研究者や全人的医療を志向する専門職の育成を目的

とします。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域に関する全般的な知識と研究動向の把握 
（2）必要な研究手法の習得 
（3）医学・医科学研究や医療技術の専門家・リーダーとしての高い倫理観とコミュニケーション能

力 
（4）チームの中で研究や臨床を進める能力 
（5）適正な研究手法により得られたデータに基づいて研究論文を論理的に作成する能力 

［医科学専攻（修士課程）］ 

医療系研究科医科学専攻（修士課程）では、先進的な医科学の知識と技術を備えた教育・研究者

及びチーム医療に貢献できる高度専門職業人の育成を目的としています。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域の基本的な知識を持ち、その領域の研究動向を把握 
（2）必要な研究手法 
（3）医科学研究や医療技術の専門家としての倫理観やコミュニケーション能力 
（4）研究チームの一員として自分の研究課題について研究を立案・遂行する能力 
（5）データに基づいた論理的な学術論文の作成 

 
［医学専攻（博士課程）］ 

 医療系研究科医学専攻（博士課程）では、倫理に裏付けされた学識と独創的な研究能力を持つ教

育・研究者及び先進医療を担う高度専門医療人の育成を目的としています。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域の全般的な知識と最新の国際的研究動向の把握 
（2）先端の研究手法 
（3）医学研究や医療分野のリーダーとして求められる高い見識と倫理観とコミュニケーション能力 
（4）研究チームのリーダーとして医学研究の立案遂行 
（5）国際的なレベルの学術論文の作成、出版 
 

④学位論文審査基準 

 

〇医科学専攻（修士課程） 

医科学専攻（修士課程）の学位論文審査は、医療系研究科における学位授与の方針（ディプロマ・ポリシ

ー）に基づき、審査委員会（主査１名、副査２名以上）が、以下の項目を審査の基準とし、論文発表会にお

いて論文審査を行い、審査報告書を作成する。学位審査の最終的な合否判定は、審査報告書に基づいて、研

究科委員会において決定される。 

なお、学位申請条件等の詳細については、医療系研究科学修要項（シラバス）掲載の「北里大学大学院医

療系研究科課程修士の学位に関する取扱内規」に記されている。 

 

学位論文審査基準項目 

論文および口頭発表は論理的に分かりやすく構成されている。 

専門領域の基本的な知識を持ち、その領域の研究動向を把握している。 

自分の研究課題について研究を立案・遂行する能力を身につけている。 

研究データや解析結果を正しく評価し、結論を導いている。 

得られた結果と残された課題について考察できている。 

研究倫理を遵守している。 

チームの一員として働くためのコミュニケーション能力を身につけている。 
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導を実施します。 
（4）社会や医学の中での研究の位置づけを知る授業、研究指導を実施します。 
（5）医科学研究や医療の専門家としての倫理観やコミュニケーション能力を身につけられる授業を 

行います。 
（6）社会人としての教養・常識を具えることを目的として、臨床医科学と医療人間科学（共通教育 

科目）の授業を実施します。 
学修成果の評価は、科目毎のシラバスに明記された方法で行い、その結果を活用することで更 

なる教育方法等の改善につなげます。 
 
〔医学専攻（博士課程）〕 

医療系研究科医学専攻（博士課程）では、学位授与方針を達成できるよう、以下の方針に基づき

教育課程を編成・実施しています。 
（1）専門領域の先端的な知識や研究動向を熟知できる授業を行います。 
（2）先端の研究手法を身につけられる授業、研究指導を実施します。 
（3）チーム・リーダーとして研究を遂行し、国際的に通用する科学論文を作成する力を磨くことが 

できる授業、研究指導を実施します。 
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学修成果の評価は、科目毎のシラバスに明記された方法で行い、その結果を活用することで更 

なる教育方法等の改善につなげます。 
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【医療系研究科】 

 医療系研究科では、基礎医科学と臨床医学との密接な連携を可能にするプロジェクト教育体制を

布くとともに、人間性についての洞察力を持つ研究者や全人的医療を志向する専門職の育成を目的

とします。 
こうした人材を育成するために、以下の資質・能力を修得した者に学位を授与します。 

（1）専門領域に関する全般的な知識と研究動向の把握 
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及びチーム医療に貢献できる高度専門職業人の育成を目的としています。 
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（1）専門領域の基本的な知識を持ち、その領域の研究動向を把握 
（2）必要な研究手法 
（3）医科学研究や医療技術の専門家としての倫理観やコミュニケーション能力 
（4）研究チームの一員として自分の研究課題について研究を立案・遂行する能力 
（5）データに基づいた論理的な学術論文の作成 
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 医療系研究科医学専攻（博士課程）では、倫理に裏付けされた学識と独創的な研究能力を持つ教

育・研究者及び先進医療を担う高度専門医療人の育成を目的としています。 
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いて論文審査を行い、審査報告書を作成する。学位審査の最終的な合否判定は、審査報告書に基づいて、研

究科委員会において決定される。 
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療系研究科課程修士の学位に関する取扱内規」に記されている。 
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論文および口頭発表は論理的に分かりやすく構成されている。 

専門領域の基本的な知識を持ち、その領域の研究動向を把握している。 

自分の研究課題について研究を立案・遂行する能力を身につけている。 

研究データや解析結果を正しく評価し、結論を導いている。 

得られた結果と残された課題について考察できている。 

研究倫理を遵守している。 

チームの一員として働くためのコミュニケーション能力を身につけている。 
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〇医学専攻（博士課程） 

医学専攻（博士課程）の学位論文審査は、医療研究科における学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

に基づき、審査委員会（主査１名、副査３名）が、以下の項目を審査の基準とし、論文発表会において論文

審査を行い、審査報告書を作成する。学位審査の最終的な合否判定は、審査報告書に基づいて、研究科委員

会において決定される。 

なお、学位申請条件等の詳細については、医療系研究科学修要項（シラバス）掲載の「北里大学大学院医

療系研究科課程博士の学位に関する取扱内規」および「北里大学大学院医療系研究科飛び級による課程博士

の学位に関する取扱内規」に記されている。 

 

学位論文審査基準項目 

論文および口頭発表は論理的で分かりやすく構成されている。 

専門領域の先端的な知識を持ち、その領域の最新の研究動向を踏まえた研究計画に基づいている。 

先端的な研究方法を用いた研究プロジェクトを立案・遂行する能力を身につけている。 

研究の方法と内容に新規性があり、国際的な評価に耐えうる水準に達している。 

自分の研究課題の今後の発展についての明確な展望を持っている。 

研究倫理について十分に理解して、それを遵守している。 

チームのリーダーを担うためのコミュニケーション能力を身につけている。 

 
〇論文博士 

 医療系研究科論文博士の学位論文審査は、医療研究科における学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に

基づき、審査委員会（主査１名、副査３名）が、以下の項目を審査の基準とし、論文発表会において論文審査

を行い、審査報告書を作成する。学位審査の最終的な合否判定は、審査報告書に基づいて、研究科委員会にお

いて決定される。 

なお、学位申請条件等の詳細については、医療系研究科学修要項（シラバス）掲載の「北里大学大学院医療

系研究科論文博士の学位に関する取扱内規」に記されている。 

 

学位論文審査基準項目 

論文および口頭発表は論理的で分かりやすく構成されている。 

専門領域の先端的な知識を持ち、その領域の最新の研究動向を踏まえた研究計画に基づいている。 

先端的な研究方法を用いた研究プロジェクトを立案・遂行する能力を身につけている。 

研究の方法と内容に新規性があり、国際的な評価に耐えうる水準に達している。 

自分の研究課題の今後の発展についての明確な展望を持っている。 

研究倫理について十分に理解して、それを遵守している。 

チームのリーダーを担うためのコミュニケーション能力を身につけている。 

⑤⑤教教員員組組織織（（指指導導教教授授一一覧覧））
○　医科学専攻修士課程 教授一覧

※○は研究指導教授 2024年4月現在

学群 専門分野 学群 専門分野

分子細胞生物学 ○ 阪上　洋行 言語聴覚情報科学 ○ 佐野　　肇

生体構造学 ○ 小川　元之 ○ 東川　麻里

細胞・組織病理学 ○ 髙橋　博之 ○ 原　　由紀
応用腫瘍病理学 ○ 長塩　　亮 視覚情報科学 ○ 庄司  信行

○ 古田　玲子 ○ 石川    均

分子病理学 ○ 三枝　　信 ○ 半田　知也

生体反応病理学 ○ 村雲　芳樹 ○ 神谷　和孝

形態形成機構学 ○ 深谷　昌弘 機能回復学 ○ 東條美奈子

労働衛生学 ○ 堤　　明純 ○ 横場　正典

環境毒医科学 ○ 堀口　兵剛 ○ 松永  篤彦

○ 学群長代行 ○ 高平　尚伸

環境感染学 ○ 林　　俊治 ○ 福田　倫也

環境微生物学 ○ 久保　　誠 ○ 髙橋香代子

法医学 ○ 佐藤　文子 ○ 今井　忠則

環境皮膚科学 ○ 天羽　康之 ○ 神谷健太郎

環境衛生学 ○ 清　　和成 スポーツ・運動器理学療法学 ○ 高平　尚伸

国際寄生虫病制御学 ○ 辻　　尚利 医用機械工学 ○ 氏平　政伸

食予防医科学 ○ 内藤由紀子 臨床工学 ○ 久保田　勝

分子遺伝学 ○ 藤岡　正人 医療情報学 ○ 稻岡　秀検

生体制御生化学 ○ 市川　尊文 河野　俊之

○ 石井　直仁 医療安全工学 ○ 古平　　聡

分子薬理学 〇 天野　英樹 診療放射線技術学 ○ 五味　　勉

分子病態診断学 ○ 狩野　有作 医療電子工学 ○ 熊谷　　寛

高山　陽子 医学物理学 ○ 長谷川智之

分子血液学 ○ 大津　　真 画像情報工学 ○ 村石　　浩

臨床遺伝医学 ○ 高田　史男 放射線安全管理学 ○ 鍵谷　　豪

分子病態生物学 ○ 堺　　隆一 医療心理学 ○ 岩滿  優美

分子細胞治療学 ○ 宮﨑　浩二 発達精神医学 ○ 水島　　栄

分子細胞神経生物学 ○ 萬代　研二 産業精神保健学 ○ 田中  克俊

細胞・分子生理学 ○ 高橋　倫子 臨床研究企画開発学 ○ 蓮沼　智子

細胞免疫学 ○ 末永　忠広 及川　　淳

臨床免疫学 ○ 川村　俊彦 医療マネジメント ○ 内山　勝文

神経機能学 ○ 山田　　玲 睡眠医科学 ○ 田ヶ谷浩邦

脳機能科学 ○ 石橋　　仁 臨床脳神経心理学 ○ 田ヶ谷浩邦

生殖工学 ○ 佐藤　俊哉 アディクション心理学 ○ 村瀬　華子

東洋医学 ○ 学群長代行 生物統計学 ○ 未　定

神経・行動生物学 ○ 浜﨑　浩子
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〇医学専攻（博士課程） 

医学専攻（博士課程）の学位論文審査は、医療研究科における学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）

に基づき、審査委員会（主査１名、副査３名）が、以下の項目を審査の基準とし、論文発表会において論文

審査を行い、審査報告書を作成する。学位審査の最終的な合否判定は、審査報告書に基づいて、研究科委員

会において決定される。 

なお、学位申請条件等の詳細については、医療系研究科学修要項（シラバス）掲載の「北里大学大学院医

療系研究科課程博士の学位に関する取扱内規」および「北里大学大学院医療系研究科飛び級による課程博士

の学位に関する取扱内規」に記されている。 

 

学位論文審査基準項目 

論文および口頭発表は論理的で分かりやすく構成されている。 

専門領域の先端的な知識を持ち、その領域の最新の研究動向を踏まえた研究計画に基づいている。 

先端的な研究方法を用いた研究プロジェクトを立案・遂行する能力を身につけている。 

研究の方法と内容に新規性があり、国際的な評価に耐えうる水準に達している。 

自分の研究課題の今後の発展についての明確な展望を持っている。 

研究倫理について十分に理解して、それを遵守している。 

チームのリーダーを担うためのコミュニケーション能力を身につけている。 

 
〇論文博士 

 医療系研究科論文博士の学位論文審査は、医療研究科における学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に

基づき、審査委員会（主査１名、副査３名）が、以下の項目を審査の基準とし、論文発表会において論文審査

を行い、審査報告書を作成する。学位審査の最終的な合否判定は、審査報告書に基づいて、研究科委員会にお

いて決定される。 

なお、学位申請条件等の詳細については、医療系研究科学修要項（シラバス）掲載の「北里大学大学院医療

系研究科論文博士の学位に関する取扱内規」に記されている。 

 

学位論文審査基準項目 

論文および口頭発表は論理的で分かりやすく構成されている。 

専門領域の先端的な知識を持ち、その領域の最新の研究動向を踏まえた研究計画に基づいている。 

先端的な研究方法を用いた研究プロジェクトを立案・遂行する能力を身につけている。 

研究の方法と内容に新規性があり、国際的な評価に耐えうる水準に達している。 

自分の研究課題の今後の発展についての明確な展望を持っている。 

研究倫理について十分に理解して、それを遵守している。 

チームのリーダーを担うためのコミュニケーション能力を身につけている。 

⑤⑤教教員員組組織織（（指指導導教教授授一一覧覧））
○　医科学専攻修士課程 教授一覧

※○は研究指導教授 2024年4月現在

学群 専門分野 学群 専門分野

分子細胞生物学 ○ 阪上　洋行 言語聴覚情報科学 ○ 佐野　　肇

生体構造学 ○ 小川　元之 ○ 東川　麻里

細胞・組織病理学 ○ 髙橋　博之 ○ 原　　由紀
応用腫瘍病理学 ○ 長塩　　亮 視覚情報科学 ○ 庄司  信行

○ 古田　玲子 ○ 石川    均

分子病理学 ○ 三枝　　信 ○ 半田　知也

生体反応病理学 ○ 村雲　芳樹 ○ 神谷　和孝

形態形成機構学 ○ 深谷　昌弘 機能回復学 ○ 東條美奈子

労働衛生学 ○ 堤　　明純 ○ 横場　正典

環境毒医科学 ○ 堀口　兵剛 ○ 松永  篤彦

○ 学群長代行 ○ 高平　尚伸

環境感染学 ○ 林　　俊治 ○ 福田　倫也

環境微生物学 ○ 久保　　誠 ○ 髙橋香代子

法医学 ○ 佐藤　文子 ○ 今井　忠則

環境皮膚科学 ○ 天羽　康之 ○ 神谷健太郎

環境衛生学 ○ 清　　和成 スポーツ・運動器理学療法学 ○ 高平　尚伸

国際寄生虫病制御学 ○ 辻　　尚利 医用機械工学 ○ 氏平　政伸

食予防医科学 ○ 内藤由紀子 臨床工学 ○ 久保田　勝

分子遺伝学 ○ 藤岡　正人 医療情報学 ○ 稻岡　秀検

生体制御生化学 ○ 市川　尊文 河野　俊之

○ 石井　直仁 医療安全工学 ○ 古平　　聡

分子薬理学 〇 天野　英樹 診療放射線技術学 ○ 五味　　勉

分子病態診断学 ○ 狩野　有作 医療電子工学 ○ 熊谷　　寛

高山　陽子 医学物理学 ○ 長谷川智之

分子血液学 ○ 大津　　真 画像情報工学 ○ 村石　　浩

臨床遺伝医学 ○ 高田　史男 放射線安全管理学 ○ 鍵谷　　豪

分子病態生物学 ○ 堺　　隆一 医療心理学 ○ 岩滿  優美

分子細胞治療学 ○ 宮﨑　浩二 発達精神医学 ○ 水島　　栄

分子細胞神経生物学 ○ 萬代　研二 産業精神保健学 ○ 田中  克俊

細胞・分子生理学 ○ 高橋　倫子 臨床研究企画開発学 ○ 蓮沼　智子

細胞免疫学 ○ 末永　忠広 及川　　淳

臨床免疫学 ○ 川村　俊彦 医療マネジメント ○ 内山　勝文

神経機能学 ○ 山田　　玲 睡眠医科学 ○ 田ヶ谷浩邦

脳機能科学 ○ 石橋　　仁 臨床脳神経心理学 ○ 田ヶ谷浩邦

生殖工学 ○ 佐藤　俊哉 アディクション心理学 ○ 村瀬　華子

東洋医学 ○ 学群長代行 生物統計学 ○ 未　定

神経・行動生物学 ○ 浜﨑　浩子
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